
声

音

の
歴
史

研
究

-
日
本
所
蔵
の
中
国
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
資
料
に
つ
い
て

孫

安

石

は
じ
め
に
ー
ラ
ジ
オ
放
送
と
戦
争

二
十
世
紀
初
め
、
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
と
い
う
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
媒
体
は
東
ア
ジ
ア
地
域
に
急
速
に
広
が
り
、

人
々
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
従
来
の
印
刷
に
代
表
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
媒
体
が
全
て
の
情
報
伝

達
を
視
覚
に
訴
え
、
情
報
の
生
産
と
消
費
が
ご
く
制
限
さ
れ
た
範
囲
で
複
製
さ
れ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
ラ
ジ
オ
放
送
は

「電
波
」

を
経
由
し
て
、
時
間
と
空
間
を
超
越
し
た
範
囲
で
情
報
を
複
製
、
拡
大
し
て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
発
展
と
戦
争
と
の
関
連
に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
と
く
に
、

一
九
一一二

年
の
満
州
事
変

の
勃
発
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
媒
体
の
な
か
で
も
ラ
ジ
オ
放
送
の
特
徴
を
際
立
た
せ
た
事
件
で
あ

っ
た
。
満
州
事
変
が
勃

発
し
た
翌
日
の
九
月
十
九
日
午
前
六
時
五
四
分
、
東
京
で
は
ラ
ジ
オ
放
送
中
の
番
組
が
中
断
さ
れ
、
六
分
間
に
わ
た
り
満
州
事
変
関
連

の

「臨
時

ニ
ュ
ー
ス
」
が
放
送
さ
れ
た
。
以
降
、
東
京

・
大
阪
中
央
放
送
局
は

一
日
四
回
の
ニ
ュ
ー
ス
を
六
回
に
増
や
し
、
戦
況
を
伝

え
た
が
、
そ
の
時
局
関
係
の
報
道
は

「国
策
」
と
い
う
統
制
下
に
置
か
れ
た
。
当
時
、
日
本
放
送
協
会
の
ラ
ジ
オ
編
成
の
方
針
は

「ラ
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ジ
オ
の
全
機
能
を
動
員
し
て
生
命
線
満
蒙
の
認
識
を
徹
底
さ
せ
、
外
に
は
正
義
に
立
つ
日
本
の
国
策
を
明
示
し
、
内
に
は
国
民
の
覚
悟

と
奮
起
と
を
促
し
て
、
世
論
の
方
向
を
指
示
す
る
に
務
め
る
こ
と
」
で
あ

っ
た
と
い
う
か
ら
国
策
に
よ
る
情
報
統
制
と
戦
争
協
力
の
様

子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

満
州
事
変
以
降
、
ラ
ジ
オ
は
度
重
な
る
戦
争
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
も
ち
な
が
ら
発
展
し
た
。

一
九
三
七
年
八
月
に
は
華
北
地
区
の

占
領
地
に
お
け
る
放
送
政
策
と
し
て

「北
支
放
送
局
」
設
置
に
関
す
る
閣
議
が
行
わ
れ
、

一
九
三
八
年
四
月

一
日
に
は
中
支
派
遣
軍
報

道
部
に
よ
り

「広
播
無
線
電
監
督
処
」
の
設
置
が
決
定
し
た
。
そ
れ
ら
の
内
容
が
中
国
に
お
け
る
日
本
の
諸
権
益
の
確
保
を
最
優
先
す

る
た
め
の
放
送
と
電
波
の
管
理
で
あ

っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

一
九
三
〇
年
代
～

一
九
四
〇
年
代

の
日
本
は
既
に
台
湾
、
朝
鮮
を
植
民
地
下
に
置
き
、
ま
た
、
満
州
国
を
樹
立
し
、
中
国
の

一
部
の
地
域
を
占
領
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け

る

一
大
の
ラ
ジ
オ
放
送
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
…築
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
研
究
は
ま
だ
十
分
な
成
果
が
得
ら
れ
ず
、
そ
の
概
略
が
知
ら
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
研
究
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
二
〇
〇

一
年
か
ら
科
研
の
企
画
調
査
と
し
て

「東
ア
ジ
ア

放
送
史
構
築
の
た
め
の
国
際
共
同
研
究
」
(基
盤
研
究
C
、
代
表

一
清
水
賢

一
郎
)
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
萌
芽
研
究

「東
ア
ジ
ア

・

ラ
ジ
オ
放
送
史
の
構
築
」
が
発
足
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
に
関
す
る
膨
大
な
先
行
研
究
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
戦

前
の
日
本

.
中
国

.
朝
鮮

・
台
湾
に
関
連
す
る
ラ
ジ
オ
関
連
の

一
次
資
料
に
接
近
し
た
と
こ
ろ
、
戦
前
の
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
管
轄

し
た
逓
信
省
、
日
本
放
送
協
会
、
陸

・
海
軍
関
連

の
史

・
資
料
が
外
務
省
外
交
史
料
館
、
郵
政
研
究
所
、
防
衛
庁
防
衛
図
書
室
、

2
国
国
放
送
博
物
館
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
日
本
放
送
協
会
が
編
纂
す
る

『調
査
月
報
　

(
一
九
二
八
年
～

一
九
三

一
年
)、
『調
査
時
報
』

(
一
九
三

一
年
～

一
九
三
四
年
)
、
『放
送
』

(
一
九
三
四
年
～

一
九
四

一
年
)

の
他
、
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『ラ
ジ
オ
の
日
本
』
(
一
九
二
五
～

一
九
四

一
年
)、
『ラ
ジ
オ
年
鑑
』
等
、
多
く
の
資
料
が
復
刻
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
東
ア
ジ
ア
の

ラ
ジ
オ
放
送
史
に
関
す
る
重
要
な
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
も
確
認
で
き
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
共
同
研
究
を
通
し
、
東
ア
ジ
ア
の
ラ
ジ
オ
放
送
史
研
究
の
た
め
の
基
礎
的
な
史
料
調
査
と
個
別
的
な
研
究
蓄
積
が
な

さ
れ
、
貴
志
俊
彦

・
清
水
賢

一
郎

「
『北
京
市
梢
案
館
]
所
蔵
の
華
北
ラ
ジ
オ
放
送
局
資
料
」
(『界
隈
』
島
根
県
立
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
報
、
創
刊
号
、
二
〇
〇
〇
年
)、
清
水
賢

一
郎

=

九
三
〇
年
代
北
京
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
放
送
番
組
に
つ
い
て
1
北
平
広
播
電

台
の
聴
取
者

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
」

二天

学
院
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

・
言
語
文
化
部
紀
要
』
三
九
号
、
北
海
道
大
学
、
二
〇

〇

一
年
)、
孫
安
石

「上
海
市
梢
案
館
と
上
海
市
図
書
館

の
ラ
ジ
オ

・
無
線
電
関
連
資
料
の
調
査
報
告
」
(島
根
県
立
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ

ン
タ
i

『メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
年
報
　
第
三
号
、
二
〇
〇
三
年
)
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
米
国
が
所
蔵
す
る
中
国
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
資
料

に
つ
い
て
も
貴
志
俊
彦

・
清
水
賢

一
郎

「ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所

・
中
国
関
係
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
目
録
」
(『メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
年
報
　
第
二
号
、
島
根
県
立
大
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
二
年
)
が
発
表
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
側
が
所
蔵
す
る
中
国
や
韓
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
連
す
る
研
究
状
況
や
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
の
資
料
所
蔵
状
況
な
ど

に
つ
い
て
は
ま
だ
ア
ジ
ア
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
者
と
多
く
の
情
報
が
共
有
さ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿

は
日
本
側
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
連
す
る
基
本
資
料
と
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館

(旧
逓
信
省
)
と
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
中

国
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
の
史
料
を
紹
介
し
、
中
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
研
究
者
ら
と
の
情
報

・
意
見
交
換
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
最
近
、
日
本
で
は

「ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」
(巨
ε
"＼
＼
≦
≦
≦
冒
。
舞

①q
ρ
一℃
＼
ヨ
臥
戸
算
日
)
が
外
務
省
外
交
史
料

館
と
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
所
蔵
の
史
料
公
開
を
進
め
て
お
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
る
検
索
が
可
能
で
あ
る
の
で
是
非
、
活
用
さ
れ
た
い
。



一.
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
基
本
資
料

戦
前
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
逓
信
省
、
内
務
省
、
外
務
省
、
警
視
庁
、
内
閣
情
報
局
、
陸
軍
省
、
海
軍
省
、
日
本
放
送
協
会
な
ど

様
々
な
省
庁
や
政
府
関
連
団
体
が
関
わ
っ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
研
究
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
省
庁
関
連

の
資
料
館

(例
え
ば
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
郵
政
総
合
博
物
館
、
防
衛
庁
防
衛
図
書
室
な
ど
)
が
所
蔵
す
る

一
次
資
料
を
検
討
し
て

行
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

一
次
資
料
を
直
接
、
調
査
す
る
前
に
ま
ず
、
幾
つ
か
の
復
刻
版
資
料
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
例
え
ば
、
以
下
で
説
明
す
る

『ラ
ジ
オ
年
鑑
』
を
通
し
て
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
輪
郭
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

一
次
資
料
の
も

つ
性
格
や
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
的
外
れ
の
理
解
に
留
ま
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、
最
初
に
日
本
放
送
協
会
編

『ラ
ジ
オ
年
鑑
　
(
一
九
三

一
年
～

一
九
四
五
年
)
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
こ

の
年

鑑
は
日
本
放
送
協
会

が

一
年
間

の
放
送
事
業
を
報
道

(
一一
ユ
ー

ス
、
時
報
、
気
象
、
水
位
、
市
況
、
相

場

広
告
、
日
用
品

値
段
)
、

教
養

(運
動
、
講
演
、
英
語

・
日
本
語
、
科
学
講
演
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
婦
人
家
庭
)、
娯
楽

(趣
味
、
音
楽
、
演
劇
、
慰
安
な
ど
)
、
対

外
放
送
な
ど
に
分
け
て
説
明
す
る
他
、
放
送
技
術

・
設
備
、
聴
取
者
加
入
統
計
等
に
関
連
す
る
豊
富
な
資
料
を
収
め
て
い
る
。
と
く
に
、

こ
の
年
鑑
に
は
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
、
朝
鮮
を
含
め
た
日
本
の
帝
国
版
図
内
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
番
組

の
構
成
と
内
容
が
網

羅
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
の
概
略
を
掴
む
た
め
に
は
大
き
く
役
に
立

つ
。

こ
の

『ラ
ジ
オ
年
鑑
』
が

「戦
争
」
と
い
う
時
代
の
影
響
を
強
く
反
映
し
て
い
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
満
州
事
変
以
降
、
ラ
ジ

オ
放
送
が
戦
争

の
宣
伝
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
い
た
る
過
程
を

『ラ
ジ
オ
年
鑑
』
を
通
し
て
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、

日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
日
中
戦
争
の
開
始
と
共
に

「全
機
能
を
挙
げ
て
戦
時
体
制
下
の
国
策
に
順
応
し
其
の
遂
行
に
寄
与
す
る
万
善

を
期
す
」
こ
と
を
宣
言
す
る

一
方
、
情
報
を
統
制
し
な
が
ら
、
国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
時
局
に
関
連
し
た
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特
集
番
組
と
し
て
は
皇
室
尊
崇
と
日
本
精
紳
の
振
作
を
通
し
て
、

一
層
国
民
に
徹
底
さ
せ
る
た
め
四
大
節

・
国
民
奉
祝
の
時
間
と
い
う

特
別
放
送
を
実
施
し
、
八
月

一
日
～
二
四
日
ま
で
は

「国
民
心
身
鍛
練
期
間
」、
九
月
一
一二
日
か
ら
は

「国
民
協
力
週
間
」
、
十
月
士

二

日
か
ら
は

「国
民
精
神
総
動
員
強
調
週
間
」、
十
二
月
三
日
か
ら
は

「国
民
精
神
総
動
員
産
業
週
間
」
等

の
放
送
を
実
施
し
、
戦
争
体

制
に
協
力
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
『ラ
ジ
オ
年
鑑
　
(
一
九
四
〇
年
)
の

「国
際
電
波
宣
伝
戦
」
は

一欧
州
大
戦
の
時
に
は
ま

っ
た
く
夢
想
だ
に
さ
れ
な
か
っ
た

恐
る
べ
き
新
武
器
が
出
現
し
た
。
そ
れ
は
短
波
に
よ
る
宣
伝
放
送
で
あ
る
。
こ
の
短
波
に
よ
る
放
送
に
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

一
つ
は

中
継
送
受
相
互
間
合
意
に
よ
る
国
際
放
送
で
あ
り
、
他
は
合
意
な
き

一
方
的
な
放
送
の
海
外
放
送
で
あ
る
」
と

い
う
論
説
が
登
場
し
て

く
る
。
さ
ら
に
、
『ラ
ジ
オ
年
鑑
』
(
一
九
四

一
年
)
の

「時
局
と
放
送
事
業
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「戦
時
に
於
け
る
放
送
の
威
力
-
我
国
は
聖
戦
三
周
年
下
、
光
輝
あ
る
紀
元
二
六
〇
〇
年
を
迎
え
、
愈
々
確
固
不
動
の
体
制
を
整
え

以

っ
て
新
東
亜
建
設
の
大
理
相
習
兀
遂
に
国
家
の
総
力
を
挙
げ
て
遭
進
し

つ
つ
あ
る
時
、
欧
州
に
あ

っ
て
は
独
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
総
統
の
獅
子

吼
放
送
は
、
英
帝
の
宣
戦
布
告
放
送
と
な
り
今
や
第
二
次
欧
州
大
戦
は
熾
烈
を
極
め
て
い
る

(後
略
)」

こ
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
放
送
が
見
え
な
い
武
器
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
と
い
う
戦
前

の
国
策
に
協
力
す
る
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
の

一
部
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
、
華
中
地
方
の
ラ
ジ
オ
放
送

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「現
在
中
支
に
於
け
る
放
送
事
業
は
日
本
側
に
於

い
て
之
を
行
い
、

一
九
三
七
年
禾
上
海
放
送
局
を
建
設
す
る
に
始
ま
る
。
爾
後
、

主
要
都
市
た
る
南
京
、
漢
ロ
、
蘇
州
、
杭
州
、
各
放
送
局
を
逐
次
建
設
し
、
対
支
那
民
衆
宣
伝
に
、
又
在
留
邦
人
、
在
留
外
人
並
に
現

地
皇
軍
将
兵
向
け
の
放
送
を
行
う
外
、
日
本
内
地
と
の
中
継
放
送
を
も
併
せ
実
施
し
て
い
る
」
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次
に
注
目
す
べ
き
資
料
と
し
て

　放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説
　

・

『国
策
放
送
』
(
一
九
三
七
年
～

一
九
四

二
年
)
を
取
り
上
げ
る
。
こ

の
復
刻
版
資
料
は
、
日
本
放
送
協
会
編

『放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説
』

(日
本
放
送
出
版
協
会
発
行
)
の
第

　
号

(
　
九
三
七
年
十
月
)
～

第

二

四
号

(
一
九
四

一
年
三
月
)
と
そ
の
後
改
題
し
た

『国
策
放
送
』
第

一
巻
第

一
号

(
一
九
四

一
年
四
月
～

一
九
四

二
年
三
月
)

ま
で
の
冊
子
を
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

『放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説
　
の
発
行
は
中
国
大
陸
で
の
戦
火
が
拡
大
さ
れ
る
中
で
中
国
の
地
名
、
人
名
、
あ
る
い
は
中
国
の
政
治

・
経

済

・
軍
事
な
ど
の
事
情
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
た
め
に
始
ま

っ
た
も
の
で
、
戦
時
中
の
日
本
の
中
国
理
解
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
を
窺

つ
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
日
本
の
像
偏
政
権
で
あ
る
華
北
臨
時
政
府
の
樹
立
は
次

の
よ

う
に
宣
伝
さ
れ
た
。

「抗
日
侮
日
の
本
拠
敵
の
首
都
南
京
は
、
我
が
皇
軍
の
神
速
果
敢
な
猛
攻
撃
の
前
に
遂
に
陥
落
し
た
。
南
京
陥
落
の
持

つ
重
大
な
意

義
は
既
に
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
た
大
本
営
陸
海
軍
当
局
談
を
始
め
と
し
各
方
面
の
談
そ
の
他
で
明
ら
か
に
さ
れ

(中
略
)
こ
の
と
き

に
当
た
り
て
新
し
い
政
権
が
十
四
日
北
支
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
新
政
権
は
そ
の
宣
言
に
も
あ
る
通
り
、
国
民
党
の

一
党
専
制

政
治
を

一
掃
し
て
、
民
衆
国
家
を
復
活
す
る
と
共
に
、
共
産
主
義
を
絶
対
に
排
撃
せ
ん
と
す
る
も
の
で
、
正
に
更
生
支
那
の
建
設
に
大

き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
も
の
で
あ
る

(後
略
)」
(『放
送
ニ
ュ
ー
ス
解
説
一

一
九
三
七
年
十
二
月
)

そ
の
他
に
上
海
の
共
同
租
界
の
存
在
に
つ
い
て
は
次
に
よ
う
に
語
る
。

「上
海
の
外
国
租
界
が
軍
事
上
、
我
が
軍
の
作
戦
を
妨
害
し
た
り
、
牽
制
し
た
事
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
政
治
的
に
は
、
不
合
理

な
選
挙
に
よ

っ
て
租
界
の
機
関
を
牛
耳

っ
て
租
界
の
行
政
を
独
断
し
た
り
、
親
日
支
那
人
を
検
束
し
乍
ら
、
抗
日
テ
ロ
団
の
蹟
雇
す
る

の
を
見
て
、
見
ぬ
振
り
を
し
、
租
界
を
し
て
抗
日
テ
ロ
の
温
床
と
化
し
た
の
で
あ
る
。」
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抗
日
運
動
の
中
心
に
な

っ
て
い
る
租
界
地
域
は
日
本
側
に
と

っ
て
東
亜
の
新
秩
序
を
建
設
す
る
た
め
の
大
き
な
障
害
と
な
る
癌
で
あ

る
と
評
価
さ
れ
た
。

竹
山
昭
子
は

　放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説
　
が

『国
策
放
送
』
に
誌
名
を
か
え
た
後
の
内
容
に
つ
い
て

「太
平
洋
戦
争
の
戦
況
の
悪
化
と

と
も
に
国
民

へ
の
締
め
付
け
や
動
員
が
強
化
さ
れ
る
が
、
こ
の
戦
争
末
期
に
お
け
る
軍
部
指
導
者
の
狂
言
的
、
扇
動
的
論
調
は
大
日
本

帝
国
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深

い
。
戦
中
日
本
を
雄
弁
に
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
的
確
に
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の

一
例
と
し
て

「大
東
亜
戦
争
下
の
国
民
娯
楽
」
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

「音
楽
は
音
楽
と
し
て
、
演
劇
は
演
劇
と
し
て
、
映
画
は
映
画
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
放
任
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
そ
れ
等
を
私
共

日
本
国
民
の
生
活
又
化
の
裡
に
取
り
入
れ
、
多
種
多
様
の
中
に
統

一
を
与
え
、
国
家
目
的
に
投
合
さ
せ
、
戦
う
日
本
の
文
化
建
設
に
対

し
て
国
民
娯
楽
の
機
能
を
充
分
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
国
民
娯
楽

の
在
る
べ
き
姿
の
筈
で
あ
り
ま
す
」
(
一
九
四

二
年
六
月
)

太
平
洋
戦
争
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
日
本
国
民
に
求
め
ら
れ
た

「国
民
娯
楽
」
の
具
体
的
な
内
容
は
外
国
の
映
画
や
演
劇
で
は
な

く
、
忠
誠
と
孝
行
、
そ
し
て

「日
本
精
神
」
を
取
り
上
げ
た
日
本
演
劇
と
日
本
映
画
で
あ
り
、
「皇
国
日
本
に
生
ま
れ
た
有
難
さ
」
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
か
ら
戦
争
の
庶
民
の
娯
楽
生
活
ま
で
を
制
限
す
る
実
態
が
良
く
分

か
る
。

二
.
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
ラ
ジ
オ
関
連
資
料

外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
ラ
ジ
オ

・
電
信
関
連
資
料
は
F
門

(交
通
、
通
信
)
に
集
中
し
て
い
る
。
筆
者
が
閲
覧
し
た
資
料
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リ
ス
ト
は

【表
⊥

を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
こ
こ
で
は
、
「在
支
満
本
邦
放
送
局
関
係
」
(請
求

番
号

"
F
-
3
-
2
-
9
)
の
内
容
を
紹
介
す
る
に
留
め
る
。

「在
支
満
本
邦
放
送
局
関
係
」
は

一
九
三
六
年
八
月
、
上
海
で
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
し
た
日

本
語
の

≒大
東
放
送
局
」
(×
O
国
〉
)
の
設
立
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
他
に

日
中
戦
争
以
降
の
華
中
地
域
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
統
括
す
る
た
め
の
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
る

「中
支
放
送
協
会
」
の
設
立
に
い
た
る
関
連
書
類
も
収
め
て
い
る
。

こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
上
海
で
は

一
九
二
九
年
に
す
で
に
日
本
語
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
実
施
す

る
計
画
が
あ

っ
た
こ
と
や
日
本
語
放
送
局
の
設
立
は
上
海
在
留
日
本
人
の
要
望
で
あ
り
、
上
海

総
領
事
館
も
ラ
ジ
オ
放
送
の
宣
伝
効
果
と
い
う
側
面
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
の
実
施
を
強
く
望
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
日
本
語
ラ
ジ
オ
放
送
局
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
中
国
側
も
強
く
反
発
し
、

一
九
三
五
年

八
月
、
チ
ャ
イ
ナ
プ
レ
ス
に
声
明
文
を
発
表
し
、
大
東
放
送
局
設
置
は

一
九
三
二
年
に
公
布
し

た

『民
営
広
播
電
ム昇
日定
取
締
規
則
』
に
違
反
す
る
旨
を
日
本
側
に
通
告
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
日
中
間
の
対
立
を
押
し
切
る
形
で
大
東
放
送
局
は
開
局
さ
れ
、
翌
年
の

一
九
三
七
年

以
降
は
上
海
の
日
本
人
居
留
民
を
対
象
に
し
た
ラ
ジ
オ
放
送
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

っ
て
行

"
・こ

の
大
東
放
送
局
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
孤
島
上
海
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
聞

い
て
い
た
の
だ
ろ

【表1】 外務省外交史料館所蔵のラジオ関連資料の リス ト(一 部)

分類番号 資料件名 資料内容 冊数

F-2-2-1-4 支那に於ける 1925年 ～1938年 。1927年 か らの電 信 料 金 関 1

電信関係雑件 係一各地の年度別料金表、漢口気象所の電信は

無料にすること。満州国成立以降、天津発着の和

文電報は大連中央電報局から満州電信株式会社
の山海 関電報 局 を利用 す る件(1933年11月)、 北

平の日本居留民会が山海関経由の日本電報取扱

に つい て要望 一 問題 の遠 因 は1923年1月 、奉 天

日本郵便局と日本国際観光局間に取扱・取極が成

立したことにある。中国が電信条例・日支電信条約

違 反 として抗 議 した件(1935年3月)。 「電報発 着

に関する取極書」。
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分類番号 資料件名 資料内容 冊数

F-2-2-1-5 対支電信借款

関係雑件

1927年 ～X930年 。中国の交通部の電政公債1

千元発行計画 、「1929年 、南京政府電政 公債条

例発表 ・元金利支払表」。電信借款の返済をめぐ

った日中間の対応一 「1930年 有線電信借款の沿

革及経過」、1930年 「支那政府元利金延滞額明

細表」、「利子支払に関する東亜興業と交通部間

協定」。1935年 、交通部 より非公式に電信の融

資を打診した件。

1

F-2-2-2-2 支那に於ける

無線電信関係

雑件

1914年10月 ～1939年 。南 京国民政府軍 事委 員

会 交通 処 「無線 電報収 発規 則」(原文 、1927年)、

「朝鮮 華 僑連 絡用 無 線計 画 」(朝鮮 総 督府 、1929

年)、 「組織 系統 表 」(1929年)、 「支那 各 地 無線地

図 」(1929)、 「上海 真 茄 無線 台 開局 」(193D年)、

中 国各 地 の 無線 電 台呼 出 記号 ・波 長 ・出 力調査

(1930)、 「社 団 法人 奉天 無線電 信所 定款 」(1932

年)、 「中華 民国 無線 電 管理条 例 」(1928)、 「全 国

無線 電信 網建設 計画 書 」(1928年)。 全 国長短 波

無線 電台調査表(1929年)、 上海短 波無線電 台調

査表 。

1

F-2-2-2-3-8 本邦各国間無

線電信連絡利

用雑件 ・日支

間の部

1932年 ～1934年 。1934年5月8日 に調印 した

「日支無線連絡協 定」(英語原文)、1932年9月

「日支無線連絡協定開示問題及び三井無線電信契

約問題に関する件」、「日支無線電信業務打合会

議」、1934年 「日支無線通信連絡の成立」。

1

F-2-3-1-3-1 対支電話借款

関係雑件・中
日実業公司対

交通部電話借

款関係

1927年 ～1934年 。1927年 の中日電話借款交

渉過程」、「中日実業公司一満鉄」、1918年 電話拡

張借款契約書 、附属書類一古河電気と交通部と

の往復文献、「中日実業公司交渉経過書類」、

「1932年 、議会調書原稿」、「交通部電話借款整

理に関する契約」(1935年)、 「北京電話局収入決

算」、「電話借款協定書」、「X935年 、中華電気製

作所復活問題一合弁契約書」、1919年 日支合弁

会社中華電気製作所について一収支決算書。

2

F-2-3-2-10 各国間 「ラジ

オ」受送関係

雑件

1940年 ～1943年 。 米 国 ・中 南 米 諸 国 間 一

1940年12月CBSの 中 南米 放 送 計 画 に関 す る

件 、1943年 の昭南 放送聴取 不能 に関 する件。

1

F-2-3-2-2-2 各国無線電話

関係雑件 ・支

那の部

1927年 ～。「放 送 事業 並 放 送 計 画 」(1927年)、

「京 津 ラ ジオ放 送 規 則 」(1928年)、 「法規 法 令 」

(1938年)、 「上 海放 送検 査処 」(1938年)、 「軍報

道 部 放 送 班 」の 「放 送 内容 情 報 一 第1号 ～第11

号 」(1938年)、 「指令 」、「中国放送協 会業 務報告 」

(X938年)、 「民営 無線 ・電話 放 送 局 」取 締 規 則

(1938年)、 「財 団法 人華 北 放 送 協 会 設 立要 綱 」

(1940年)。

1
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分類番号 資料件名 資料内容 冊数
F-2-3-2-2-2-1 各国無線電話

関係雑件 ・支

那の部 ・放送

聴取関係

1935年 ～1943年 。1935年1月 ～1936年5月

までの南 京 と恰 府 の放 送局 放送 聴 取 関係 をまと

める。時間 、内容 など。1943年 の重慶 放送聴取

関係 、「重 慶 中 央 電 台 の 講 演 及 時 事 解 説 輯 録 」

(1943年6月)、 「重、慶 中央 電台 放送 番組 一 覧表 」

(1943年6月 旧)。

3

F-2-3-2-2-2-2 各国無線電話

関係雑件 ・支

那の部 ・対国

民政府放送借

款関係

1941～1943年 。南京。「電波施 設強化 の ための

借款 」、「対 国 民政 府 放 送借 款 に関 す る件 」、「50

キロ無電機 械 を中国放送 協会 に提 供 するが実際

は日本の コントロール」、1942年 の 「50キ ロ問題」、

使 用計画 案一重慶 向 け2時 間、欧米 向 け45分 。

1

F-2-3-2-4 各国 「ラジオ」

放送局調査関

係一件

ソ連 邦 之 部 、米 国商務 局 調査 「各 国 にお ける放

送 局 」、海外 無線 放 送 調査(1932年 の ラジオ調

査)、 中 国南 京 の 中央 党 部調 査 に よる上 海 ・広

東 ・済 南 ・天 津 ・長 沙 ・九 江 な どの調 査 。1933

年 、1934年 の上海付 近 の放送局 調査 、放送局 一

覧 ・プログラム。海外 無線電話 調査 、中国之部 に

上 海(1915年 ～1934年)放 送演 奏(租 界)あ り。

草創 期 の上海 の放 送 、両 租界 の放送 設 備取締 規

則 、1931年4月 、ハル ビンの ラジ オ放送 、1934

年 の福州 ラジオ放 送。

1

F-2-3-2-5 各国間無線電
話連絡利用雑

件

1930年 ～1939年 。米国布畦 ・英米 ・米国の対

外放送関係、支那各国間関係等無線利用に関す

る件。「大陸間無線電話事業の原状に関する件」

(1934年 、ニューヨーク領事館の調査 、開通線

の種類、所属会社、距離、開通年などに関する統

計)。 無線電全体に関する紹介のために有効。

1

F-2-3-2-8 諸外国に於け

る放送事業調

査関係一件

1932年 ～1944年 。1932年7月 、日本放送協会

が外務省に世界各国の放送事業に関する調査を

依頼一ラジオ利用程度、政府の監督および援助、
ニュース報道の自由、放送事業の組織状況。

「1935年 、世界の短波放送図」、「1934年 東亜放

送界の現勢」。重光大臣が1944年 にヨー1コッパ

各国の放送事業について調査 を指示 した極秘資

料。 ドイツの対外放送は平和時は外務省 ・宣伝

省が、戦時には参謀本部が放送局の管理を担当

する。フランスのビシー政権における放送政策

などを含む。

1

F-2-3-2-9 在支満本邦放

送局関係雑件
「上海 大東放送局」に関するファイル。1936年5月

20日 、「上 海放 送局 設置 問題打 合 会」。1937年9

月、「大 東放送 局強化 」。「中支那 放送 計画 進捗案 」

(1938年)、1938年 ～1941年 までの 「上海 大 東

放送局業務報告」。

3
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う
か
。
『広
播
周
報
　
(
一
九
三
九
年
九
月

一
四
日
)
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。

「敵
人

(筆
者
注

"
日
本
を
指
す
)
側
は
区
O
扇

ラ
ジ
オ
放
送
局
の
他
に
×
O
出
〉

(大
東
放
送
局
)
を
設
置
し
て
お
り
、
両
方
と

も
日
本
政
府
の
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
番
組
は
普
通
の
番
組
を
装

っ
て
い
る
が
、
放
送
局
は
完
全
に
軍
人
に
統
制
さ
れ
て
居

る
。
そ
れ
故
に
外
務
省
文
化
局
は
大
量
の
資
金
を
日
本
文
化
の
宣
伝
に
投
じ
て
い
る
が
、
上
海
の
日
本
の
軍
官
ら
は
こ
れ
ら
の
こ
と
に

は
全
く
興
味
が
な
い
。
上
述
し
た
二
つ
の
放
送
局
は
敵
人
が
上
海
で
ラ
ジ
オ
宣
伝
を
す
る
大
本
営
で
あ
る
。」

の

三
.
郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館

(旧
逓
信
省
9
の
ラ
ジ
オ
関
連
資
料

「郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館
」

(以
下
、
郵
政
資
料
館
)
は

↓
九
〇
二
年
六
月
郵
便
博
物
館
と
し
て
創
設
さ
れ
、

一
九
八
八
年
、
郵

政
研
究
所
附
属
資
料
館
に
名
称
を
変
え
て
い
る
が
、
同
資
料
館
は
明
治
か
ら
大
正
、
そ
し
て
昭
和
期
ま
で
の
郵
便

・
逓
信

.
貯
金

.
保

険
関
係
の
資
料
を
収
集
、
公
開
し
て
い
る
。

明
治
以
降
の
郵
便

・
逓
信
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
て
い
る
の
で
、
明
治
以
降
の
日
本
各
地
の
郵
便
局
の
設
置
や
切
手
に
関
す
る
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
日
本
以
外
の
外
国
の
も
の
を
含
む
膨
大
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

一
八
八
六
年
～

一
九
四

二
年
ま
で
の
発
行
さ
れ

た
逓
信
省
編

『逓
信
公
報

一
や
明
治
四

一
年
～
現
在
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
逓
信
協
会
編

『逓
信
協
会
雑
誌
』
は
日
本
で
も
随

一
の
所

蔵
で
あ
る
。

そ
の
他
に
、
戦
前
の
資
料
と
し
て
、
特
筆

す
べ
き
こ
と
は
、
朝
鮮

・
台
湾

・
満
州
国
の
郵
便
関
連
の
資
料
が
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
関
す
る
資
料
は
外
地

・
整
理
番
号
G
N
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
整
理
番
号
/
G
N
l

B
1

9
～
G
N
i
B
1
36
は
、

一
九

=

～

一
九
四

↓
年
ま
で
の

「朝
鮮
総
督
府
逓
信
局
年
報
」、
整
理
番
号
/
G
N
I
B
1

37
～
整
理
番
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【表2】 郵政資料館所蔵のラジオ関連資料のリス ト(一 部)

整理番号 件 名 編著者名 発行所 発行年
FC-A-68 日支電信協約に関する記録 逓信省電務局 逓信省電務局 明治38年 ～明

治40年

FC-A-69 日支電信協約に関する記録 逓信省電務局 逓信省電務局 「明治41年 ～明

治42年 」

Fc--a-70 日支 電 信 協 約 に 関 す る 記

録 ・1923年 ～1928

逓信省電務局 逓信省電務局 1923年 ～1928

FC--A-80 日支通信交渉関係書類 ・交

渉開始関係 ・帝国上海線関

係(1)

逓信省電務局 逓信省電務局 1931

FG-A--81 日支通信交渉関係書類 ・交

渉開始関係 ・帝国上海線関

係(2)

逓信省電務局 逓信省電務局 1931

FC-A--82 日支通信交渉関係書類 ・交

渉開始関係 ・帝国上海線関

係(3)

逓信省電務局 逓信省電務局 1931

FC-A-261 華中電政関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-262 対華中会社関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-263 華中電気通信会社関係(2) 逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-264 華中電気通信会社関係(3) 逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-265 華中電気通信会社設立関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1938～X939

FC-A-266 華中電気通信会社概要法告
書

逓信省電務局 逓信省電務局 1939～1940

FC-A-267 上海日本局無線設備の改善
附放送供用関係

逓信省電務局 逓信省電務局 1937^-1939

FC-A--268 北支那開発中振興会社関係

資料
逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-269 芝　局業務再開関係 逓信省電務局 遍?ia省電務局 1938

FC-A-270 興亜院 ・北支那開発会社 ・

中支那振興会社設立関係
逓信省電務局 逓信省電務局 1938

FC-A-271 支那関係資料 逓信省電務局 逓信省電務局 1938～1940

FC--A-272 中華民国海岸局業務関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1938～1940

FC-一 一A-273 南支那発着電報取扱関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1938^-1941

FC-A--274 支那電政関係 逓信省電務局 逓信省電務局 1939

FC-A-275 奉天中継朝鮮北支間通信業
務創始関係

逓信省電務局 逓信省電務局 X939

FC--A-308 東亜電気通信協議会 ・第4
回会議議事録

逓信省電務局 逓信省電務局 /

FC-A-325 東亜電気通信会社設備書
類 ・華中電電関係

逓信省電務局 逓信省電務局 /

FC-A-326 北支那開発中支振興関係 逓信省電務局 逓信省電務局 /

FC-A-328 大東亜電気通信会議 ・第1

回会議議事録

大東亜電気通

信事務局

大東亜電気通

信事務局

1943
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号
/
G
N
i
・B
1

56
は

一
九
二
〇
年
～

一
九
四
三
年
ま
で
の

「朝
鮮
総
督
府
逓
信
統
計
要
覧
」
を
集
め
た
も
の
。
こ
の
ほ
か
に
も
整
理

番
号
/
A
A
l

A
1

1
5
5
i
2
1

2

『旧
外
地
に
お
け
る
逓
信
事
業
』
は
郵
政
大
臣
官
房
秘
書
課
広
報
室
が
旧
外
地

(朝
鮮

・
台

湾

・
南
洋

・
関
東
庁
)
で
働
い
た
逓
信
省
関
連
職
員
の
手
記
、
回
顧
な
ど
を

一
九
六
四
年
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
取
り
上
げ
た
中
国
の
ラ
ジ
オ

・
無
線
電
信
に
関
連
す
る
資
料
が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
業
務

一
般

(請
求
番
号

"
F
C
)
と

放
送

(請
求
番
号

"
F
L
)
の
部
分
で
あ
る
。

以
下
に

【表
2
】
の
中
の
ラ
ジ
オ
関
連
資
料
の
幾
つ
か
を
取
り
上
げ
、
そ
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
て
行
き
た
い
。

(
一
)
F
C
l

A
1

68

「
日
支
電
信
協
約
に
関
す
る
記
録
」
明
治
三
八
年
～
明
治
四
〇
年

こ
の
資
料
は

　
九
〇
五
年
以
降
の
日
本
と
清
国
と
の
問
で
締
結
さ
れ
た
芝
　
と
関
東
州
問
の
海
底
電
線
敷
設
問
題
と
南
満
州
鉄
道
沿

線
の
電
線
に
関
す
る
電
信
条
約
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
「機
密
第
二
五
号
」
(日
付
不
明
)
に
よ
れ
ば
、
当
初
の
計
画
で
は
芝
　
と

関
東
州
の
海
底
電
線
は
共
同
の
費
用
で
沈
設
維
持
す
る
こ
と
、
南
満
州
鉄
道
沿
線
の
電
線
は
、
鉄
道
線
路
以
外
に
あ
る
日
本
側
の
電
線

を
清
国
が
買
収
す
る
計
画
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
=

九
〇
七
年
三
昼

=

日

北
京
発
電
」
に
よ
れ
ば
、
清
国
は
芝
　
の
海
底
電
線
敷
設
を
口
実
に
芝
　
を
占
領
す
る
の
で

は
な
い
か
と
憂
慮
し
て
い
た
こ
と
、
鉄
道
沿
線
の
電
線
使
用
を
め
ぐ

っ
た
使
用
料
の
徴
収
な
ど
の
問
題
で
日
本

・
清
国

・
ロ
シ
ア
が
自

国
の
優
先
権
を
確
保
す
る
た
め
に
様
々
な
議
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
南
満
州
鉄
道
付
属
地
以
外
の
電
信
線
を
清
国
側
に

返
還
す
る
問
題
は
日
清
電
信
協
約
に
よ

っ
て
引
渡
し
が
決
定
し
、
清
国
は
そ
の
代
償
と
し
て
五
万
元
を
日
本
側
に
支
払
う
こ
と
に
な

っ

た

(F
C
l
A
1

69

「日
支
電
信
協
約
に
関
す
る
記
録
」
明
治
四

一
年
～
明
治
四
二
年
を
参
照
)。



roe

(
二
)

F
C
-

A
1

70

「
日
支
電
信
協
約

に
関
す
る
記
録
」

一
九
二
一二
年
～

一
九
二
八

日
本
と
中
国
と
の
間
で
行
わ
れ
た
様
々
な
電
信
協
約
に
関
す
る
フ
ァ
イ
ル
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に

「間
島
に
於
け
る
軍
用
電
線
処

分
問
題
」

(未
定
稿
、

一
九
二
二
年

一
月
)
は

]
九
二
〇
年
十
月
の
琿
春
事
件
の
勃
発
と
共
に
陸
軍
の
第
十
九
師
団
が
琿
春

}
龍
井
村

ー
局
子
街
-
頭
道
溝
に
軍
事
的
施
設
と
し
て
各
所
に
架
設
し
た
電
信
電
話
線

の
処
分
に
つ
い
て
記
録
し
た
注
目
す
べ
き
資
料
で
あ
ろ

・
つ

。そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
琿
春
事
件
で
電
信
電
話
線
を
設
置
し
た
が
在
留
民
の
希
望
に
応
え
る
と
い
う
理
由
で
民
間
の
公
衆
電
報
を

取
り
扱

い
、
中
国
の
な
か
の

「公
然
の
郵
便
局
」
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
側
は
中
国
の
同
意
を
得
て
い
な

い
電
信
電
話
線
が
朝
鮮
に
ま
で
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
は
主
権

の
侵
害
に
当
た
る
と
抗
議
し
、
軍
隊
の
撤
退
と
共
に
電
線
の
撤
収
を
求

め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
陸
軍
側
は
こ
の
電
信
電
話
線
の
管
理
を
朝
鮮
総
督
府
に
引
継
ぐ
こ
と
を
画
策
し
た
が
、
最
終
的
に
中

国
側
が
電
信
電
話
線
を
買
収
す
る
形
で
琿
春
事
件
の
収
拾
を
図

っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
整
理
番
号
/
F
C
f
A
-

78

『日
支
通
信
交
渉
関
係
書
類
　

・
「交
渉
開
始
前

(
一
)」
は

一
九
三
〇
年
に
始
ま
る
新
た
な
通
信
交
渉
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
も
の

で
、
台
湾
ー
川
石
山
間
の
海
底
電
線
買
収
に
関
す
る
約
定
や

一
九
〇
八
年
十
月
に
締
結
さ
れ
た
日
清
電
信
協
約
な
ど
が
添
付
資
料
と
し

て
保
管
さ
れ
て
い
る
。

(三
)
F
C
-

A
1

2
7
1

「支
那
関
係
資
料
」

興
亜
院
と
逓
信
省
と
の

一
九
三
七
年
以
降
の
事
務
承
継
に
関
す
る
書
類
を
整
理
し
た
も
の
。
中
国
に
お
け
る
電
気
通
信
業
務

(ラ
ジ

オ
放
送
を
含
む
)
を
興
亜
院
が
管
轄
す
る
規
定
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
国
に
か
か
わ
る
業
務
は
海
運

・
航
空
部
門
を
含



103声 音の歴史研究一日本所蔵の中国ラジオ放送関連資料について

め
て
、
す
べ
て
興
亜
院
が
管
轄
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
を
協
議
し
た
記
録
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
「満
州
事
変
後
に
於
け
る
東
亜
電
気
通
信
の
推
移
と
将
来
の
動
向
に
つ
い
て
」

(年
度
不
詳
)
は
満
州
事
変
と
日
中
戦
争
以
降

の
日
本

・
満
州

・
中
国
の
三
国
関
係
が
軍
事

・
政
治

・
経
済
の
面
で
緊
密
度
を
ま
し
て
い
る
現
在
、
電
気
通
信
施
設
の
整
備
拡
充
と
共

に
各
地
域
を
統
合
す
る
た
め
に
電
気
通
信
網
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と
し
た
上
で
大
陸
で
の
電
気
通
信
事
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

「満
州
事
変
後
、
直
ち
に
満
州
電
信
電
話
株
式
会
社
が
設
立
し
、
ま
た
、
現
在
、
支
那
事
変
勃
発
直
後

}
早
く
他
の
事
業
に
先
立
ち

蒙
彊
、
北
支
、
中
支
に
そ
れ
ぞ
れ
日
支
合
弁
の
電
気
通
信
関
係
会
社
の
設
立
を
み
、
さ
ら
に
最
近
に
お
き
ま
し
て
は
慶
門
電
気
通
信
会

社
の
設
立
を
見
る
な
ど
、
着
々
大
陸
に
お
け
る
電
気
通
信
施
設
を
改
善
を
図
り
、
そ
の
面
目
を

一
新
し
つ
つ
あ
る
」

ま
た
、
工
務
局
調
査
課

「武
漢
三
鎮
に
於
け
る
電
気
通
信
施
設
の
現
状
」

(
一
九
三
八
年
十
二
月
)
で
は
中
支
那
派
遣
軍
が
武
漢
を

占
領
し
た
後
の
電
気
通
信
事
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

「中
支
占
領
地
域
に
於
け
る
電
気
通
信
事
業
は
日
支
合
弁
に
よ

っ
て
成
立
し
た
華
中
電
気
通
信
会
社
が
統
制
経
営
に
当
た
る
こ
と
に

な
り
、
漢
口
に
お
け
る
通
信
復
興
の
た
め
軍
の
命
令
に
よ
り
占
領
直
後
の
漢
口
に
工
事
員
そ
の
ほ
か
を
派
遣
し
、
上
海
及
び
南
京
と
連

絡
す
べ
く
無
線
設
備
を
工
事
中
な
り
」

中
支
派
遣
軍
の
命
令
で

一
九
三
八
年
十

一
月
三
日
に
武
漢
に
到
着
し
た
開
設
要
員
は
漢
口
市
中
央
の
江
漢
路
に
漢
口
電
報
局
を
開
設

す
る
こ
と
と
し
、
十

一
月
二

一
日
か
ら
は
上
海

・
南
京
と
の
無
線
電
信
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
【図
⊥

は

一
九
三
八
年
十

二
月
現
在
に
お
け
る
漢
口
地
域
の
陸
軍

・
海
軍
関
連
の
軍
事
電
話
、
無
線
通
信
な
ど
に
関
す
る
事
業
図
で
あ
る
。
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(四
)

F
C
-

A
I
・3
0
8

「東
亜
電
気
通
信
協
議
会
」

一
九
四
二
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回

「東
亜
電
気
通
信
協
議
会
」
の

議
事
録
を
収
め
た
も
の
。
朝
鮮
、
台
湾

南
洋
、
蒙
古
、
華
北
、
華
中
、
厘

門
の
放
送
協
会
が
参
加
し
て
い
る
。
東
亜
電
気
通
信
協
議
会
は

一
九
三
九
年

の
秋
に

「東
亜
放
送
協
議
会
」
と
い
う
名
前
で
成
立
し
た
組
織
で
、
そ
の
後
、

東
亜
電
気
通
信
協
議
会

へ
発
展
す
る
。
と
く
に
、
「電
信
報
国
」
に
関
す
る

活
発
な
議
論
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
系
統
の
資
料
と
し
て

(F
C
I

A
-

3
2
8
)
「大
東
亜
電
気
通
信
会
議
」
と

(F
C

A
・1
3
3
3
)
「大

東
亜
通
信
協
力
聯
合
会
」
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
、

一
九
四

二
年
以
降
に
開
催

さ
れ
た

「大
東
亜
電
気
会
議
」
の
提
案
事
項

・
決
定
要
綱

・
規
約

・
業
務
協

定
、
日
本
と
満
州
国
、
中
国
の
電
信
電
話
回
線
の
連
絡
実
験
、
大
東
亜
全
域

に
お
け
る
無
線
通
信
の
運
用
状
況
な
ど
に
関
す
る
極
秘
資
料
が
含
ま
れ
て
い

る

。
(五
)
F
C
-

A
-

3
2
5

『東
亜
通
信
会
社
設
備
書
類
』

・

「
華
中

電
電
関
係
」

一
九
三
八
年
七
月
に
作
成
さ
れ
た
華
中
電
気
通
信
株
式
会
社
の
設
立
趣
意

【図1】 日本 による漢ロ地域の電気通信事業図(1938年12月 、現在)

日
租
界

特

一
匠

海
軍
警
備
地
域

攣

塵

陸
軍
警

∂

其
ノ
他
(除
佛
租
界
)備
地
域

・
租
・

鬼

廉

人

特
二
厘
醜

関

佛
租
界

、
ノ
ニ
特

三羅
饗

中
山
公
園

晶

三
籍

識
電

搬

野

後

酔

甲

暴

市
外
線
ー

ブ
ル

演

通部講

諜
.
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書

・
設
立
要
綱

・
事
業
目
論
見
書

・
収
支
計
算
表
を
フ
ァ
イ
ル
し
た
も
の
。

華
中
電
気
通
信
株
式
会
社
の
設
立
趣
意
書
に
よ
れ
ば
、
日
本
側
は
中
国
の
政
治

・
経
済

・
産
業
の
中
枢
で
あ
る
華
中
地
域
の
被
害
を

再
建
し
、
往
時
の
繁
盛
を
挽
回
す
べ
く
、
そ
し
て

「中
支
再
建
事
業
を
し
て
有
終
の
美
を
な
す
た
め
、
そ
し
て
、
当
面
の
軍
用
を
充
足

さ
せ
る
た
め
事
業
活
動
の
神
経
中
枢
で
あ
る
電
気
通
信
事
業
の
復
興
と
整
備
」
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
、
そ
の
仕
事
を
担
当
す
る
会
社

と
し
て
維
新
政
府
の
特
殊
法
人
と
し
て
華
中
電
気
通
信
株
式
会
社
の
設
立
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
華
中
電
気
通
信
会
社
は

「土
地
の
収
用
、
電
線
路
の
建
設
、
道
路
、
河
川
、
橋
梁
、
堤
防
其
の
他
公
共
用
土
地
の
使
用
、
料
金

の
徴
収
の
手
段
及
び
手
続
な
ど
通
信
事
業
経
営
に
関
し
て
必
要
な
る

一
切
の
特
権
を
皇

有
す
る
」
こ
と
が
で
き
、
会
社
の
財
産
、
所
得
、

営
業
な
ど
会
社
の
事
業
に
要
す
る
物
件
に
対
し
て
租
税
を
免
除
す
る
な
ど
日
本
と
江
精
衛
政
府
側
の
独
占
権
を
認
め
る
も
の
で
あ

っ

た
。
そ
の
ほ
か
に
、
華
中
電
気
通
信
株
式
会
社
に
関
す
る
東

(>
N
⊆
≦
〉
)
書
記
官
及
び
天
野

(〉
ζ
>
Z
O
)
技
師
の
私
案
、
逓
信

省
の
最
終
案

(
一
九
三
八
年
六
月
)、
軍
特
務
部
電
政
顧
問
案

(
一
九
三
八
年
六
月
)
を
収
め
て
い
る
。

(六
)
F
C
l

A
-

7

『申
国
放
送
関
係
資
料
』

日
中
戦
争
直
後
の
中
支
那
派
遣
軍
が
関
わ
っ
た
華
中
地
域
の
ラ
ジ
オ
放
送
関
係

の
極
秘
資
料
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
中
に
は

【表

3
】
の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
華
中
地
域
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
事
実
上
、
掌
握
し
て
い
た
の
は
中
支
那
方
面
軍
特
務
部
諜
報
班
乙

(
一
九
三

七
年
十
月
二
九
日
～

一
九
三
八
年
二
月
十
四
日
、
大
上
海
放
送
局
を
運
営
)
↓
中
支
那
派
遣
軍
報
道
部
放
送
班

(
一
九
三
八
年
二
月
十

五
日
)
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
当
時
の
報
道
方
針
は

「反

・
防
共

・
親
日
」
と
い
う
標
語
が
象
徴
す
る
よ
う
に
大
陸
で
の



情
報
操
作
を
最
大
の
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

㎜

結
び
に
か
え
て

以
上
、
本
稿
は
日
本
の
郵
政
資
料
館
と
外
務
省
外
交
史
料
館
が
所
蔵

す
る
中
国
の
ラ
ジ
オ
放
送
関
連
資
料
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
。

中
国
側
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る

一
次
資
料
と
し
て
は
上
海
市
梢
案
館

他
編

『旧
中
国
上
海
的
広
播
事
業
=
(梢
案
出
版
社

・
中
国
広
播
電
視
出

版
社
、

一
九
八
五
年
)
が
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
上
海
で
発

行
さ
れ
た
新
聞
や
雑
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
ラ
ジ
オ
関
連
の
記
事
や
上

海
市
梢
案
館
が
所
蔵
す
る
ラ
ジ
オ
関
連
梢
案
資
料
を
紹
介
し
て
い
る
点

で
優
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
日
中
戦
争
以
降
の
日
本
側

の
占
領
地
域

に
入
る
華
北
地
域
や
華
中
地
域
な
ど
に
つ
い
て
は
相
対
的
に
記
述
が
少

な
い
。

北
京

の
双
橋

の
無
線
送
出
設
備

の
建
設
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、

近
年
、
北
京
椙
案
館
編

『北
京
梢
案
史
料
』
(新
華
出
版
社
二
〇
〇

一
年
)

が
そ
の

一
部
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
双
橋
の
無
線
送
出

設
備

の
導
入
に
は
日
本

の
三
井
洋
行
が
深
く
関
わ

っ
て
お
り
、
同
設
備

【表3】FL-A-7『 中国放送関係資料』所収の資料 目次

1 「無線放送施設調」 1938年3月10日 、現 在

2 「放送無線電話業務の運行概況」 1938年3月10日 、現 在

3 「中支那放送委員会章程」 1938年3月29日

4 「中支那派遣軍報道部放送班概要」 1938年4月13日

5 中支那軍報道部 ・放送班 「中支那放送応急拡張計画」 1938年5月

6 中支那放送委員会 「中支那放送協会設立草案」 1938年6月7日

7 「中支那放送計画進捗案」(現地案) 1938年6月

8 「中支那方面放送計画案」 不明

9 「執務参考/特 電13号/中 国ラジオ協会設立に関する調書」 1938年8月3日

10 中支那軍報道部 「武漢攻略直後に於ける中支那放送応

急施設計画」

1938年11月 、 草

11 対支逓信行政委員会統括部 「中支那放送機構に関する件」 X938年12月28日
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の
建
設
に
関
わ
る
設
計
は
勿
論
、
無
線
機
材
の
導
入
後
の
運
営
の
た
め
に
交
通
部
郵
電
学
校
を
卒
業
し
た
中
国
の
技
術
者
を
日
本

.
逓

信
省
の
逓
信
管
理
養
成
所
に
派
遣
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
、
機
材
の
搬
入
な
ど
に
も
免
税
措
置
が
と
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

上
海
と
北
京
の
梢
案
史
料
と
今
回
、
筆
者

が
紹
介
し
た
日
本
側
の
資
料
と
照
ら
し
併
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
日
中
双
方
の
ラ
ジ
オ
放

送
に
関
す
る
資
料
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
近
に
は
趙
玉
明

『中
国
広
播
電
視
通
史
』

(北
京
広
播
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
)
が
出
版
さ
れ
た
。
同
書
は
清
末
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
に
い
た
る
ま
で
の
ラ
ジ
オ
放
送
の

通
史
を
試
み
た
も
の
で
、
戦
前

の
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
も
、
従
来
、
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た

一
次
資
料
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
今
後
の

中
国
ラ
ジ
オ
放
送
史
研
究
の
た
め
の
重
要
な
視
点
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

本
稿
の
最
初
に
言
及
し
た
東
ア
ジ
ア

・
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
特
集
号

『ア
ジ
ア
遊
学
ー
メ
デ
ィ
ア
と
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
』

(第
五
四
号
、
二
〇
〇
三
年
八
月
)
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
特
集
号
に
は
中
国
は
勿
論
、
満
州
国
、
台
湾
、
モ
ン
ゴ
ル
、

朝
鮮
に
お
け
る
ラ
ジ
オ
を
含
む
メ
デ
ィ
ア
関
連
情
報
が
豊
富
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
近
年
の
メ
デ
ィ
ア
関
連
研
究
の

一
端
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
る
。

勿
論
、
ま
だ
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
く
、
例
え
ば
、
ラ
ジ
オ
放
送
が
各
地
域
社
会
に
果
た
し
た
役
割
や
メ
デ
ィ
ア
の
浸
透
に
よ
る

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
容
過
程
、
そ
し
て
、
技
術
史
の
側
面
か
ら
ラ
ジ
オ
を
送
信
す
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
送
信
塔
や
ア
ン
テ

ナ
設
備
が
必
要
で
あ

っ
た
の
か
、
な
ど
未
解
明
の
課
題
は
多

い
。
今
回
の
調
査
報
告
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
資
料
の
ご
く

一
部
に
過

ぎ
ず
、
日
本
の
防
衛
資
料
室
、
Z
閏
目
放
送
博
物
館
な
ど
の
資
料
に
つ
い
て
は
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
、
調
査
が
進

捗
し
た
と
き
に
ま
た
改
め
て
報
告
し
た
い
。



tos

※
本
稿
は
二
〇
〇
四
年
八
月
二
二
日
～
二
四
日
、
中
国

・
清
華
大
学

「多
元
視
野
中
的
中
国
歴
史
」
(第
二
回
中
国
史
学
国
際
会
議
)

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
口
頭
報
告
し
た
も
の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
科
研

「東
ア
ジ
ア

・
ラ
ジ
オ
放
送
史
の
構
築

の
研
究
」

(萌
芽
研
究
、
二
〇
〇
二
年
度
～
二
〇
〇
四
年
度
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

注(
一
)

日
本
放
送
協
会
編

『放
送
五
〇
年
史
』
(日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
七
七
年
)
、
七
三
-

七
五
頁
。

(二
)

日
本

の
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
前
掲

『放
送
五
十
年
史
』

(日
本
放
送
出
版
協
会
)

の
他
、
竹
山
昭
子

『戦
争
と
放
送
』

(社
会
思
想
社
、

一
九
九
四
年
)
、
同

『
ラ
ジ
オ
の
時
代
』
(世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
二
年
)
、
メ
デ
ィ
ア
史
研
究
会
編

『メ
デ
ィ
ア
史
研
究
』
(ゆ
ま
に
書
房
)
掲
載

の
論
文
、
士
見

俊
也

宴
戸
の
資
本
主
義
　

(講
談
社
選
書
メ
チ

エ
、

一
九
九
五
年
)
、
津
金
澤
敏
聡
廣
他
編

『戦
時
期
日
本

の
メ
デ
ィ
ア

・
イ
ベ
ン
ト
』

(世
界
思
想
社
、

一
九
九
八
年
)
掲
載
の
論
考
を
参
照
。

(三
)

日
本
放
送
協
会
編

『放
送
五
十
年
史
』
(日
本
放
送
出
版
協
会
、

一
九
七
七
年
)、
七
六
頁
。

(四
)

日
本
放
送
協
会
編

『ラ
ジ
オ
年
鑑
騙

一
九
四

一
年
、
三
九
六
頁
。

(五
)

こ
の
資

料
集

に
つ
い
て
は
竹
山
昭
子
が

『放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説

・
国
策
放
送
』
別
冊
に

鳳解
説
」
を
書

い
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た

い
。

(六
)

『放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説
』
第
七
号

「北
支
に
誕
生
し
た
新
政
権
」

一
九
三
七
年
十
二
月
。

.

(七
)

『放
送

ニ
ュ
ー
ス
解
説

』
第

一
〇
三
号

「東
亜
新
秩
序

の
癌

・
上
海

の
租
界
」

一
九
四
〇
年
七
月
。

(八
)

『放
送

ニ
ュ
ー

ス
解
説

　
第

一
二
九
号

「大
東
亜
戦
争
下
の
国
民
娯
楽
」

一
九
四
二
年
六
月
。

(九
)

利
用
に
あ
た

っ
て
は
外
務
省
外
交
史
料
館
編

『外
務
省
記
録
総
目
録

戦
前
期
』
第

一
巻
、
第
二
巻

(原
書
房
)
を
参
照
す
る
こ
と
。

(十
)

上
海
の
大
東
放
送
局
に

つ
い
て
は
、
孫
安
石

「上
海
の
ラ
ジ
オ
放
送
と
日
本
語

　天

東
放
送
局
』
客
O
寓
〉
」

(日
本
上
海
史
研
究
会
編

『上
海
史
研
究
の
新
た
な
模

索
』

二
〇
〇

一
年
三
月
)
を
参
照
。

(十

こ

弛
墾

曾
万

一
F
1

3
・…
2

9

「在
支
満
本
邦
放
送
局
関
係
」

の
資
料
か
ら

の
引
用
。



(十
二
)
資
料
の
利
用
に
つ
い
て
は
郵
収
研
究
所
附
属
資
料
館

　郵
政
研
究
所
附
属
資
料
館

図
書
資
料
目
録

(上

・
下
)』
(郵
政
省
、

一
九
九
二
年
)
を
参
照
の
こ
と
。
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